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開会 

定刻となりましたので、ただ今から、第１回松田町・寄村 合併 70 周年

記念事業準備委員会を開会いたします。 

本日は、ご多用のところ本委員会にご出席くださり、誠にありがとうご

ざいます。 

私は、本委員会の事務局を務めさせていただきます、政策推進課の松田

と申します。よろしくお願いいたします。 

さて、本委員会は、昭和 30 年４月１日に当時の松田町と寄村が合併し、

現在の松田町となり、令和７年４月１日をもって節目となる 70 周年を迎え

ることから、町民や町関係者等が相互に連携、協力して積極的かつ主体的に

「松田町」を盛り上げ、笑顔あふれる幸せのまちづくりを推進することを目

的とし、設置させていただきました。 

皆さまには、各団体を代表して、参集いただいていることと存じますので、

町と連携し、協働にて本事業および松田町を盛り上げていただけたらと思い

ます。 

委員会設置に伴い、要綱につきましては町にて作成させていただいており

ます。事前に送付させていただきましたが、何かご意見等はございますでし

ょうか。 

≪意見等なし≫ 

特にご意見等ないようなので、この内容で進めさせていただきます。 

 なお、会議については、記録及び写真撮影をさせていただき、町公式サ

イトへの掲載を予定していますので、あらかじめご了承をお願いします。 

 また、本日の審議時間は、概ね１時間 30 分程度を想定しておりますの

で、円滑な議事進行にご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

１．委員長あいさつ 

それでは、委員長から挨拶をいただきたいと存じます。松田町・寄村 合併

70 周年記念事業準備委員会設置要綱第５条に基づき、「委員長は、町長をも

って充てる。」ものとされています。 

日 時 令和６年８月１日（木） 14：00～15：30 

場 所 松田町役場４階４AB 会議室 

出 席 者 別添出席者名簿の通り 

会 議 名 令和６年度 第１回 松田町・寄村 合併 70 周年記念事業準備委員会  
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委員長、お願いいたします。 

  

連日暑い中、また大変お忙しい中、本会議にお集まりいただきまして、

ありがとうございます。また、皆様におかれましては、日ごろより町政運

営の各セクションにおいて多大なるご尽力をいただいておりますこと、こ

の場をお借りしまして改めて厚く御礼申し上げます。 

 さて、７月 21 日に、43 年ぶりに松田町に帰ってきていただいた、NHK

の『のど自慢大会』が開催されました。唄ってくれた方は、事前に選ばれ

た方から前日の予選で更にしぼられて、最終的に 20 組となりましたが、そ

の中で松田町の方は 3 名いらっしゃいました。私は、事業の中身はもとよ

り、ひとつのことに向かってみんなが進んでいく、あの雰囲気が良かった

と思います。本事業につきましても、ひとつのことに対して、皆さまだけ

でなくいろんな人が向かっていく、そんな形で進めていければいいなと思

っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 先ほどもお話がありました通り、昭和 30 年に合併してから、来年で 70

周年を迎えます。進行の都合上、町から事業案も提示させていただきます

が、これらはあくまで素案ですので、皆さまには是非、こちらの案につい

てだけでなく、もっとこういった内容が良いのでは、というような忌憚の

ないご意見をお出しいただき、今回集約した内容を次回会議での決定に向

けて進めていければと思います。 

 

２．自己紹介 

ありがとうございました。 

 続きまして、初めての会議となりますので、委員の皆さま方から一人ひ

とり、ご挨拶をいただきたいと思います。 

 恐れ入りますが、お配りした名簿順にお願いいたします。 

 

 自治会長連絡協議会、副会長の市村です。 

 昭和 30 年に合併されて 70 周年とのことですが、自分は昭和 31 年生ま

れであり、合併とほぼ同じ 70 近くとなりますが、近皆様の足を引っ張らな

いようにできたらと思います。よろしくお願いいたします。 

 

同じく自治会長連絡協議会、副会長の飯田です。 

生まれも育ちも寄で、少し離れた後 40 代頃に戻ってきました。寄地区は

松田地区と別というような感じでずっと過ごしてきましたが、この事業を

機会に是非『ひとつの町』であるということをもっと盛り上げていただき

たいので、協力してこの企画を盛り上げていきたいと思います。 

 



 

 

陶山委員 

 

 

 

 

渋谷委員 

 

 

 

 

 

加藤委員 

 

 

 

 

 

吉川委員 

 

 

 

 

草門委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三木委員 

 

 

 

 

 

 松田町商工振興会長の陶山と申します。 

 私は松田町の商業・工業をまとめているところとなりますが、寄地区の

の振興会ともしっかりコミュニケーションをとって、本事業を町全体で盛

り上げていければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

 松田町観光協会長の渋谷と申します。 

 私は、70 数年間寄に住んでおり、寄もだいぶ開けてまいりましたが、町

が観光立町を掲げているということもありますので、この機会に是非、町

長をはじめとした行政の方に、改めて寄も含めた観光事業を推進していた

だきたいと思います。 

 

 校長園長会の会長を務めさせていただいております、寄小学校長の加藤

と申します。 

 私は、この４月に着任させていただいたのですが、松田町は本当に素敵

なところなので、子ども達にこのふるさとを好きになってもらえればなと

思い、教育活動に邁進しております。よろしくお願いいたします。 

  

松田さくら保育園の園長の吉川と申します。 

今回、70 周年記念事業の委員にお声かけいただきましたので、ここで育

っていく子ども達と一緒に何かできることを考えて、皆さまと一緒に薦め

ていければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

文化財保護委員の草門と申します。 

私は、松田生まれ松田育ちで、70 年前、小学校３年生の時、合併記念で

旗を振って歩いたことを記憶しております。そんな私が今、この席にいま

すことは非常に感慨深いとしみじみ感じておりました。 

さて、町長は就任の時から『温故知新』を座右の銘に掲げ、以前、広報

のコラム“松だるま”で「町が廃れるのは、歴史を語る人がいなくなった

時だ」と書かれております。こうした周年事業に着手されるのも、そうい

った精神に基づいてのことと考えております。引き続き、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

 湘南ベルマーレフットサルクラブの三木と申します。 

 松田町さんとは包括連携協定を締結させていただいていることもあり、

今回委員として参加させていただくこととなりました。 

 今回の周年事業を、ベルマーレのコンテンツを使って盛り上げていけれ

ばと思います。よろしくお願いいたします。 

 



 

 

小島委員 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木委員 

 

 

 

 

 

 

 

鍵和田氏 

(遠藤委員代理) 
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 湘南ケーブルネットワークの小島と申します。 

 平塚市に本社があり、松田町にも事務所を抱えておりますケーブルテレ

ビ局でございます。 

 私自身は町民ではなく、職場が松田町ということで、５年程働かせてい

ただいております。新参者、若輩者ではございますが、逆にそういった目

線で皆さまのプラスになれればと思っておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 

 松田町役場政策推進課の鈴木と申します。 

 私は平成 21 年、今の政策推進課の前身である企画財政課に配属され、そ

の時に町政 100 周年事業を担当しておりました。その時は１年間お祭り騒

ぎで、記念誌をつくったり、様々なイベントを行ったりしたことを覚えて

おります。今回の 70 周年事業についても、より多くの方に参加していただ

き、心に残る記念事業にしていきたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

 

松田町役場観光経済課の鍵和田と申します。本日は、委員である観光経

済課長の遠藤が公務にて出席不可のため、代理で出席しております。 

現在、観光経済課では 70 周年の記念商品づくりとして、寄で栽培した芋

を使った芋焼酎の開発に取り組んでおります。来年、完成した際には本商

品を活用し周年事業に協力させていただきたいと思いますので、皆さまよ

ろしくお願いいたします。 

 

松田町の教育課長をしております椎野と申します。 

私の方では、子ども達を含め町民の方々に郷土愛を育んでいただく、そ

んなイベントを企画しておりますので、実施の際は是非、皆さまのご協力

をよろしくお願いいたします。 

 

政策推進課の課長補佐を務めております、鍵和田と申します。 

 

定住少子化担当室の富士原と申します。 

 

最後に改めまして、政策推進課の松田です。 

本日は、よろしくお願いいたします。 

 

３．副委員長の指名 

皆さま、ありがとうございます。 

それでは、次第３、副委員長の指名となります。 
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副委員長につきましては、設置要綱第５条に基づき、「副委員長は、委員

長が指名する。」ものとされています。委員長ご氏名をお願いできますでし

ょうか。 

 

はい、それでは、こちらで無理をいってお願いさせて頂き、快諾をいた

だいた方がおりますので、そちらの方にお願いしたいと思います。 

自治会長連絡協議会の市村様に副委員長をお願いいたしますので、皆さ

ま、ご承知おきの程よろしくお願いいたします。 

それでは副委員長、ご挨拶をお願いします。 

 

改めまして、ご指名にあずかりました、市村です。 

私は店屋場自治会なのですが、この自治会は松田町で２番目に大きな自

治会となります。もともとは町屋自治会から分かれてできた自治会となり

まして、若い人を含め、多くの自治会員がおります。 

今回の周年事業につきましては、先日開催された寒田神社のお祭りの中

でも、広く参加者に周知をいたしまして、何かやりたいことなどありまし

たらお知らせくださいとお願いしてきたところです。本日、ご参加頂いて

おります皆さまとも、懇親を深めながら本事業を実施していきたいと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

それでは、議題に入る前に、本日の配布資料の確認をさせて頂きます。 

資料については、郵送したものと、机上配布したものがございます。 

まず、机上配布したものとして、次第と、出席者名簿です。 

次に、事前に郵送させていただいたものとして、別紙１の実施方針

（案）、別紙２の記念事業（素案）、参考資料１の要綱がございます。 

資料の不足等はございますでしょうか。 

≪不足等なし≫ 

それでは、これより設置要綱第５条の規定により、本山委員長に議事を進

めていただきたく存じます。委員長、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

４．議事（１）令和６年度 事業方針等について 

 それでは、議事（１）令和６年度 事業方針等について、事務局より内

容の説明をお願いいたします。 

 

 それでは、別紙１の１ページをご覧ください。 

 まず、趣旨でございます。冒頭で説明した通りでございますが、今回、

「温故知新」を大切に、これまでの歴史・文化を知って頂き、現在の状況
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を見渡しながら未来を創造しながら、みんなで 70 周年事業を盛り上げてい

きたいと思います。 

 続いて、合併の流れについてですが、1909 年（明治 42 年）に町政が施

行され、今年、令和６年度が町政施行 115 周年記念です。そして、町政施

行から 46 年度、1955 年（昭和 30 年）の４月１日に松田町と寄村が合併

し、現在の松田町となっております。 

 そのほか、近隣市町村についても記載しておりますのでご覧ください。 

 次に、コンセプトでございます。コンセプトにつきましては、町にて素

案を作成しております。“『ツナガル』～みんな友だち大作戦～”です。込

められた想いとしましては、人口減少社会だからこそ、人と人とのつなが

り、支えあい、相互尊重が大事になると考えまして、本記念事業を通じて

町民同士の交流、または町民と町外の方との交流を促すことができればと

考えております。 

 それでは、コンセプトにつきまして、一度話し合いのお時間を設けさせ

ていただきたいと思います。委員長、お願いします。 

 

 はい、ちなみに、下に『その他には…』とあるのは、どこから出てきた

意見になりますか。 

 

 こちらは、その他の案として事務局にて考えたものになります。 

 

 わかりました。先ほど、飯田委員からもお話があったとおり、松田と寄

を『ひとつの町に』として進めていく、そういった機運を高めるというこ

とでも非常にいいことかな、と私も感じているところです。 

 皆さま方には、何かもっとこうした方が良いのではないかとか、こうい

ったものはどうかとか、ご意見を頂けるとありがたいのですが、いかがで

しょうか。 

 

 広報にも出ている言葉ですし、松田町、という感じがして良いのではな

いかと思う。 

 ちなみに、カタカナ表記であることについては何か意味があるのか。 

 

 小さな子どもたちにもわかるよう、カタカナにしています。 

  

 みんながつながって一体感を持って同じ方向を向いて進んでいくという

ことで、町の総合計画の将来像にも『未来へツナグ』という言葉もありま

すので、このテーマで良いと思います。 
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 このテーマでしたら、今後事業を展開する際にも色々対応ができ、可能

性が広がるものと思いますので、良いと思います。 

 

 『ツナガル』と『ツナグ』で違いが出てくるところもあるかと思います

が、そういった観点については、加藤さん、いかがでしょうか。 

 

 合併を記念した事業のコンセプトとしては、『ツナガル』という言葉はと

てもふさわしいと思います。また、カタカナであることも、意味を限定せ

ずに様々な解釈ができるようになっておりますので、良いと思います。 

 また、『ツナガル』だと自然に繋がっていく、『ツナグ』だと意思を持っ

て繋げるというような捉え方ができると思いますが、どういった形で PR

していきたいのか、というところで変わってくると思います。 

 

 総合計画では『ツナグ』という言葉を使っているところですが、今回の事

業で自然に繋がっていくことを目指すというところでは、やはり『ツナガル』

がふさわしいのかと思います。 

 

 その他の案では、「松田町」という名前をいれているのもいくつかありま

すが、例えば『マツダ ツナガル』とか、そのように町の名前をいれてみ

るのも良いかと思います。 

 

 今回は合併 70 周年記念ということで、これから合併するのであれば『ツ

ナグ』という文言も良いかと思いますが、合併したのちの記念、というこ

とであれば、『ツナガル』でよろしいかと思います。 

 

 素案のベースになる言葉は『ツナガル』として、先ほどご意見のありま

した『松田』という言葉をいれることと、コンセプトを分かりやすく示す

ということで、『70』という数字を入れてみるということも考えられます

ね。そのあたりをサブタイトルに入れるか、というところもあると思いま

すが、子どもたちもわかりやすいような形にできると良いですね。並べる

と『マツダ ツナガル 70』とか、そういった感じでしょうか。 

 これについては、今回出たキーワードをもとに、どういった形で並べる

のが良いか、次回の会議でもう一度考えてみましょうか。 

 それでは、続きについて、事務局より説明をお願いします。 

 

 はい。それでは、２ページ目をご覧ください。 

 対象事業については、大きく４つのカテゴリに分類しております。 

（１）記念事業、（２）住民参加事業、（３）冠事業、（４）情報発信事業 
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 です。なお、各事業の具体的な内容等については、議題２にて話し合い

をさせていただきたいと思います。 

 つづいて、事業期間です。期間は、令和６年４月から令和８年３月末ま

でとし、このうち、令和６年４月から令和７年３月まではプレ記念事業期

間で、合併 70 周年を広く広報し、啓発する期間とし、令和７年４月から令

和８年３月までを記念事業期間とします。 

 次に、周知方法案です。周知方法としては、（１）町公式サイト、（２）

SNS、（３）地元メディアとの連携、（４）ポスターや回覧、（５）記念イベ

ント、（６）記念ロゴ・グッズ として、考えられる基本的な内容について

記載しております。こちらも、議題２で、そのほかに考えられる案等につ

いてご意見いただきたいと思います。 

 つづいて、準備委員会の会議の流れの案です。会議は全５回、９月に２

回目、10 月に３回目、11 月に４回目、２月に５回目を実施予定です。３回

目からはグループに分かれ各事業について話し合い、５回目で全体報告、

というような流れで進めていきたいと考えております。こちらの流れにつ

きましても、皆さまの意見を反映させながら検討していきたいと思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

 また、備考ですが、町では町職員の分科会も立ち上げ、開催する予定と

なっております。 

 以上となります。 

 

 はい、それでは、説明がありましたとおり、実施の期間は令和７年度で

あり、７年度に向けて進めていくということで、ご承知のほどよろしくお

願いいたします。また、周知方法等については、議題２で改めてお話させ

ていただければと思いますので、よろしくお願いいたします。また、分化

会につきましては、町職員で実施する以外にも、色々な方々にお願いする

ことを想定しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

４．議事（２）令和６年度 事業方針等について 

 続いて、議事（１）記念事業について、町にて素案をまとめております

けれども、皆さま方からも、こんなことをやった方がいいんじゃないの、

というようなご提案、ご助言をいただいて、もし間に合えば、９月の補正

に関する議会で提案していきたいとも考えております。 

 それでは、事務局から説明をお願いします。 

 

 はい。続きまして、別紙２をご覧ください。こちらの記念事業の素案に

つきましては、町にて考えた記念事業の一部であり、実施が決定している

事業及び、周年事業の周知のために取り急ぎ決定したい、情報発信事業の
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案について記載しております。 

 まず、実施が決定しており、令和６年度予算にて準備経費等をもってい

る事業が３つございます。１つ目が、記念商品作成事業。芋焼酎づくりが

現在進行中です。２つ目に、全国松田サミット開催事業。来年度開催に向

けて、実行委員会を立ち上げて準備を行います。３つ目は、暮らしのガイ

ド発行事業。平成 30 年が最終版となっている暮らしのガイドにつきまし

て、最新版を発行いたします。 

 そして、今回皆さま方にご議論いただきたいのが、検討事業についてで

す。こちらには、情報発信事業について記載させていただいております。

予算が必要なものにつきましては、９月補正にて予算計上を検討しており

ますので、本日ある程度の方針が決められたらと思います。 

  

 はい、ありがとうございます。 

 今お話しがありました通り、実施決定済み事業につきましては、このと

おり進行中ですので、ご承知おきください。 

 検討事業につきまして、先ほどお話させていただきました『ツナガル』

という言葉をキーワードに、ロゴマーク等を作成していくこととなると思

いますが、やはりロゴマークの作成等については、町民の方を含め、広く

募集をかけた方が良いのではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

 こちらにつきましては、応募されたものを皆さま方で審査してもらって

決定するような形にできればと思いますが、スケジュール感等につきまし

て、改めてご用意させていただければと思います。 

 また、盛り上げ隊につきましては、委員の皆さま方、町職員とは別に、

周年事業を各所で周知してもらう組織があればと思い、設置できればと考

えております。こちらにつきましては、先日、立花学園さんと協定を締結

したのですが、学校側の事業として、町を盛り上げてくれる有志の生徒が

15 人くらい集まってくれているという話を聞いており、そこに徐々に町民

の方も含めて足し算していくような形にできればと考えております。 

 そして、記念グッズにつきましては、素案としていくつかあげさせてい

ただいておりますが、そのほかに、こんなものならばコンセプトにあう、

これなら記念品としていいんじゃないの、というようなご意見をいただい

きたいと思います。いかがでしょうか。 

 

 たとえば、バッジやキーホルダーなど、子どもたちのランドセルやカバ

ンにつけられるようなものなら、そこから色んな人の目に留まるのでよい

のではないでしょうか。 

 

 普段から使われるもの、たとえば給食の食器やコップなどをつくるとい
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加藤委員 

 

 

うのもいいかと思います。 

 それと、T シャツやポロシャツですと、人によってほしいほしくないな

どもありますので、町の様々な場所でみんなの目に留まるような、タペス

トリーみたいなものを作ってみても面白いかなと思います。 

 また、先ほど話にでておりました、立花学園の生徒さんたちなどの若い

人の意見を聞いてみて、面白い意見が出れば集約して、いいものができる

のではないか、と思いました。 

 

 町の若い職員さんが集まる場などで、意見を徴集してみるのもいいので

はないかと思います。 

 

 やはり、何か身につけたくなるようなものが良いと思います。先ほど、

キーホルダーというお話もでておりましたが、たとえばキャラクターに、

70 周年ならではの要素を何か足したものとか、そういったものが良いかと

思います。 

 

 キーホルダーに似てますけど、小学生のランドセルにもつけられるよう

な、寒田神社さんのお守りなども良いかと思います。 

 

 寒田神社さんのお守りというと、木でできたものだったでしょうか。そ

うであれば、例えば寄の木を伐りだしてきて作るとか、そういった形にす

るのもありですよね。 

 

 具体的にこれ、というのではないのですが、やはり一目で松田町のもの

と分かるようなものにするのが良いと思います。 

 

 １年間だけ目につくものではなく、たとえば下敷きとか、何か続けて使

えるものが良いのではと思います。また、配布する対象の世代をどうする

か、というところによって作り方なども変わってきてしまうので、そのあ

たりを絞っていかないと、どれだけ用意するか、といったところも決めら

れないのではと思います。 

 

 例えば、子ども達を対象として配布するとしたら、どのようなものが喜

ばれるか、加藤さん、吉川さん、お聞きしてもよろしいでしょうか。 

 

 学校的な発想で恐縮なのですが、形が松田町の地区別になっている木工

パズルみたいなものがあれば、子ども達が遊びながら自分の住んでいる地

域について学ぶことができてよいと思います。 
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 マスコットというか、そういったものは子供たちが喜ぶかと思います。 

 また、周年事業ということで、一部の人だけでやるのではなく、例えば

コロナの時に子供たちが作った上病院を応援する横断幕のように、町民以

外の、そこを通る人達にもアピールできるような、町全体を盛り上げられ

るようなものも良いのかと思います。 

 

 例えば、小学生のランドセルカバーに周年記念の文字を入れるとか、そ

ういったものも面白いかと思います。 

 

 通学中の子供たちというのは、必ず目に留まるものなので、やはりそう

いった子供たちのランドセルなどにつけられるキーホルダーやシールなど

が、周知のために良いと思います。 

 

 ちなみに、周年事業とはいっても、あくまでこのタイミングに合わせて

作る、というもので、単年度で終わるものではなく長く使ってもらうもの

を作りたいと思います。芋焼酎についても、周年事業として作るものでは

あるけれど、継続して作り続けて、一過性にならないようにしていきたい

と考えております。 

 町では、以前２種類のかるた（SDGs、未病）を作成したことがあります

が、町オリジナルのかるたというのはなかったと思うので、町民の方に広

く内容を募集して、合併 70 周年かるたを作成したりすれば、大会を開催す

る等でその後も長く使えるし、内容の更新なども含め、色々な人が関われ

るので、良いかなと思います。 

 そういった観点で、今後長く残せるようなものなど、またアイディアが

浮かびましたら、次回の会議でも、またその前にメールや FAX などでもか

まいませんので、教えていただければと思います。 

 さて、グッズ作成について色々なご意見を頂きましたが、続いて、その

他記念事業と書いてございますが、毎年町で実施しているようなイベント

とは別に、例えば記念式典のような、スポットで実施する事業について、

どういったものがよいかというご意見をお伺いできればと思います。 

 

 ４月１日になるのかとはおもいますが、やはり、まずは公式の記念式典

を開催するべきではないかと思います。 

 ところで、グッズの話にもどってしまいますが、グッズについては販売

するものでしょうか。それとも、配布をするものでしょうか。その位置づ

けによっても、また数量等変わってきてしまうと思いますが。 
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 以前、合併 60 周年事業でポロシャツを作成した際は、実行委員の方等に

は配布しましたが、そのほかについては販売し、完売しました。 

 今回についても、１個のコストが高額でないものについては配布してし

まってよいと思いますが、また頂いたご意見をもとに作成するもののコス

トなども鑑み、改めて調整させていただければと思います。 

 また、あまり景気よくお配りしても、税金の無駄遣いととらえる方もい

るかもしれませんので、もらってうれしいものを作る、ということを前提

に考えたいと思います。 

 

 ちなみに、記念事業については、どのくらいの予算か決まっております

でしょうか。私としては色々やりたいことがあるのですが、例えば、神奈

川フィルを呼んで、お客さんを無料で入れるようにしたりと、しかし、そ

ういったことには費用が必要になってくるので、そういったこと考える

と、事業については、花火大会と併せて開催したりと、そういった形の方

が確実に実施できるのではないでしょうか。 

 

 基本的には、新規でやるべきもの以外は既存事業の拡充といった形でや

っていくことがやりやすいのかなと思っています。手法についても様々あ

ると思いますが、内容の細かい部分は次回調整するとして、今回は、拡充

の話もありましたが、そういったところも含めてどのような事業を行うか

についてご意見をいただければと思います。 

 それでは、時間の都合もありますので、次の内容に移らせていただきた

いと思います。発信の方法について、別紙１の２枚目から３枚目にかけて

記載しておりますが、これらに書かれた方法以外に、何か手法等あればお

伺いできればと思います。 

 ベルマーレさんでは、今書かれている以外に何か発信で使われているも

のはございますでしょうか。 

 

 ベルマーレのホームページや、公式インスタグラムにより情報を発信す

ることは可能かと思います。 

 

 例えば、70 周年のハッシュタグをつけて、連携事業について発信しても

らうとか、そういったことは可能でしょうか。 

 

 可能だと思います。 

 

 湘南ケーブルさんは、撮影に来ていただくことは可能でしょうか。 
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 撮影については、対応いたします。また、こちらの番組の中で出演して

いただけるコーナーもありますので、そういったところも活用できればと

思います。 

 

 外向けの発信についても重要ですが、まずは町民の方に知っていただく

というところでは、たとえば学校などでは、親御さん等への各自の発信方

法等をお持ちかと思いますが、いかがでしょうか。 

 

 学校では、書面もありますが、マチコミメールという親御さんへのメー

リングリストがあります。 

 

 ちなみに、事務局としては、どういった内容を求めていますか。着地点

は、どこになるでしょうか。 

 

 今日の段階では皆さまからアイディアをいただければ、というところで

すが、今後進めていくなかで、このような方法も考えられるのでは、とい

った内容は随時いただければと思います。 

 

 そうであれば、今日の会議の内容はホームページなどで公開すると思う

けど、その中で広くアイディアを募集するというようなことも考えられる

と思います。 

 

 情報発信として、横断幕やポスターのほか、富士急モビリティとコラボ

してラッピングバスを走らせれば、町内外にも広く発信できると思われま

す。また、あわせてオンデマンドバスでも実施できれば、近隣町民にも市

周知できて良いかと思います。 

 また、記念事業といたしまして、先日 NHK のど自慢大会が開催された

ところですが、とても話題になったものですので、NHK さんとは別に主催

する町民のど自慢大会、また、自治会別対抗スポーツイベントなど、そう

いったことが考えられるかと思います。 

 

 以前は、町民スポーツ大会が開催されており、今はなくなってしまいま

したが、寄地区と松田地区の方が一同に会する貴重な機会だったと伺って

おります。やはり、そういった、町民の皆さまがコミュニケーションをと

れる機会というのは大事だと思いますが、コロナなどによりなくなってし

まったりしておりますので、こういったことをきっかけにまたそのような

機会が作れると良いですね。 
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 そういった機会としては、やはりスポーツ系のイベントが手っ取り早い

ところではありますが、文化団体の方もいらっしゃいますし、子どもを含

め、色んな人がコミュニケーションをとりやすいよう、内容についてとり

まとめたいと思います。 

 それでは、周知方法については、本日いただいた意見をとりまとめし

て、次回、１年間の事業スケジュール等をお示しさせていただきます中

で、どういった方法がよろしいか、といったところについて再度お話させ

ていただければと思います。 

４．議事（３）その他 

 それでは、その他についてですが、何かございますでしょうか。 

≪意見等なし≫ 

特になければ、事務局の方からお願いします。 

 

はい。事務局からは、次回会議についてお話させていただきたいと思い

ます。次回は９月開催を予定しており、現時点で事務局としては、９月 18

日の水曜日、同じ時間にて開催させていただければと考えているのです

が、いかがでしょうか。 

≪意見等なし≫  

 それでは、こちらの日時にて開催させていただきたいと思います。 

 また、通知と一緒に報酬及び交通費についての書類を送付させていただ

いておりますので、ご提出をお願いいたします。 

 事務局からは以上です。 

 

 なお、本日欠席の委員の方には、事務局より会議内容についてまとめた

資料をお渡しさせていただきますので、ご承知おきください。 

 それでは、令和６年度 第１回 松田町・寄村 合併 70 周年記念事業準

備委員会については、これで終了といたします。 

 ありがとうございました。 

 


